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前回の本学会において我々は、その生体における効果としての有用性から､
主に飲料用（茶）として用いられている南米産のタベブイア属植物の一種
（Tabebuia　avellanedae）の抽出物､ならびにそれより誘導された植物培養細胞
の産生する部分について､発癌予防の観点から抗発癌プロモーター活性に
関する報告を行った。 
今回は、その植物試料より抗発癌プロモーター活性を有する化合物の分析を

目的として､その検討を行った。効果を示した粗抽出物から単離を進めたところ､
抗発癌プロモーター活性を有する化合物として､ナフトキノン系化合物である。
lapacholおよびCompound｡ を得た。これら化合物は､in vitroにおけるEpstein-
Barrウイルス（EBV）活性化抑制試験ならびにin vivoのマウス皮膚発癌二段階
試験においても顕著な抑制効果を示したことで､飲料用として用いられている
ことから、この植物の示す生理活性としてその有用性を示唆するものである。 
１） 南米において主に飲料用としてその樹皮を用いるタベブイア属植物（Tabebuia 
avellanedae）について、その抽出物に抗発癌プロモーターとしての活性を検討
するため､EBV活性化抑制試験を行ったところ顕著な抑制効果を認めた。 

２） 上記の植物について､有効成分を長期間、安定して得ることを目的にその
植物のカルス化を行い､その生産物についても同様の試験をしたところ､
同じく抑制効果が認められた。 

３） １、２、において得られた抽出物より化合物の単離を進めたところ、抗発癌プロ
モーター活性を示す化合物として､ナフトキノン系のlapachol、Compound 
Ⅰの２種の化合物を得た。これらの化合物は、in vivoのマウス皮膚発癌
二段階試験でも､TPAに対して強い発癌プロモーションの抑制を示すことから､
この植物に抗発癌プロモーター活性を有する物質の存在が認められた。 
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｢Effects of antitumor promoters contained in medicinal plants from South America」 
南米産薬用植物に含まれる抗発癌プロモーターの効果 
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3� ���	 ��������“taheebo” (hereinafter referred to as “Ta”), a 
Bignoniaceae (family) Tabebuia (genus) plant from South America, to that 
end. 
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【目的】 
SLEとRAは、ステロイド、免疫抑制剤等が有効であるが、長期使用では副

作用が問題となり、長期に使用出来る薬剤が望まれる。今回、南米産ノウ
ゼンカズラ科Tabebuia属植物「タヒボ」（Ta）について検討した。  
【方法】 
MRL/1マウス（雄性6週齢）6例にTa 8ｇを水1500mlにて煮沸抽出液を
経口投与（Ta群）し対照群（ｃ群）と14週後体重、腎、脾および肝重量、抗
核抗体、抗Sm抗体、RA因子の測定と腎組織を、さらに各群10例にTa投与
8週後の尿所見も比較検討した。  
【結果】 
Ta群はC群より体重は増加傾向、腎重量は有意に増加し、肝、脾重量は
差を認めなかった。血清検査は有意差を認めず。腎組織は光顕では両群
で著明な差はなかったが、螢光では対照群に見られたIgG，IgM，C3の係蹄
壁とメサンジウム領域での沈着がTa群ではメサンジウム領域に認められた
のみであった。一日尿蛋白量はTa群で有意な減少を認めた。  
【結論】 
MRL/1マウスに対して、Taは何等かの抗炎症効果と免疫調節作用を有

することが示唆された。 

｢The effect of department TABEBUIA from South America of NOUZENKAZURA to MRL/1 mouse 
which carries out natural development of symptoms of the pathological change of SLE and RA」 
SLEとRAの病変を自然発症するMRL/1マウスに対する南米産ノウゼンカズラ科タベブイア属植物の効果 
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